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JPNE 445　Course Syllabus：Survey of Japanese Literature
日本文学概論　CRN #14273 (3 credit hours)

Web-enhanced Course
Required course for Japanese language and culture majors and 
Japanese teacher certification majors (LiveText Assessment project)

Prerequisite: JPNE 444 or Dept. Permission

Fall 2008  
T & Th 7-8:15 PM　Alexander 204 
Instructor:
Dr. Motoko Tabuse

Email:
mtabuse@emich.edu

Offices:
Alexander Music Building 323
Tel: (734) 487-0130/3346



Honors College, Starkweather 
Tel: (734) 487-0341

Office Hours:
T　＆　Th　8:00-9:00 AM (Starkweather) & 3:00-4:30 PM (Alexander)
概要：この授業では日本における価値感の理解と文学・文化の基礎知識の学習を中心に勉強を進めていきます。日本を代表する文学作品に触れながら、日本文化への知識をより深め、日米間の相違点に関する勉強をさらに進めていきます。授業では日本語で昔話、詩歌、短編小説を読みます。文法と漢字の復習・学習をしつつ、読解力の向上にも努める事が目的です。日本語能力としては、日本語４４４または中級の中レベルが必要です。

Introduction:  This course will guide students to an understanding of the value and role of literary and cultural texts and use them to interpret and reflect upon the perspectives of cultures over time and also encourage student to recognize distinctive cultural viewpoints of multiple content areas available only through Japanese.  The instructor will introduce a variety of literary works in Japanese including excerpts of original works, letters, essays, short stories and poetry.  While reviewing grammatical features and Kanji characters introduced in previous classes, students will enhance their Japanese language knowledge base and general proficiency by reading, and watching films and videos of Japanese literary works.  The instruction will be conducted mainly in Japanese.  Japanese 444: Advanced Japanese Conversation is the prerequisite.

目的：

(1)
Understand the value and role of literary and cultural text:　作品の価値・役割の理解

(2)
Recognize distinctive cultural viewpoints available only through Japanese;

日本語でしか見られない文化的視点の学習

(3)
Enhance interpersonal communication (listening and speaking skills);

インターパーソナルコミュニケーション能力の向上

(4)
Enhance interpretive communication (reading skills)　読解・聴解能力の向上

(5)
Enhance presentational communication (writing and presentation skills); and

プレゼンテーション(書く力・発表する力)の能力の向上

(6)
Expand Kanji knowledge base.　漢字知識の向上 

使用教材：Materials

(1) Breaking into Japanese Literature by Giles Murray ISBN4－7700－2899－7
(2) Rapid Reading Japanese: Improving Reading Skills of Intermediate and Advance Students by A. Miura and M. Oka. ISBN 4－7890－0915－7

(3) Japanese literature—related web sites
ナショナル･スタンダードとの関連 (Connecting with Japanese National Standards)：

Communication: Students will focus on interpersonal, interpretive and presentational 　



communication by means of reading, viewing Japanese literary works.

Culture:
Students will learn the Process/Procedure/Perspective of Japanese culture observed in Japanese literary. 

Connection: 
Students are to plan a presentation in Japanese on the topics of their own major areas.

Comparison: 
Compare and contrast between Japanese and US literary works and cultural perspectives.

Community: 
Students will read Japanese literary works on their own outside of class.
評価：Evaluation:



Grade Scale:

1.
Classroom Participation
10%

A
93% or above
C
73-76%

2.
Review Tests (10% x 4)
40%

A-
90-92%

C-
70-72%

3.
Individual Presentations
20% (10 x 2)
B+
87-89%

D+
67-69%

4.
Group Presentation
10%

B
83-86%

D
63-66%

5.
Kanji Interview 
20%

B-
80-82%

D-
60-62





C+
77-79%

E
below 59%
評価の説明（About evaluation activities):
1. Classroom participation: This category includes attendance records, active participation in classroom discussion and activities. 
2. Review Tests: The tests for this course will be offered online. You will need to make sure that you have means to input (type in ) Japanese with your computer. You also need to download FireFox to avoid Japanese font issues. Explorer does NOT support Japanese fonts very well using the EMU E-learning. If I cannot read what you write, then you will NOT receive any points for that section. So, please make sure that you use FIREFOX, instead of EXPLORER when taking the online test. For any problems, please contact 


 HYPERLINK "javascript:parent.addSender(%22Andy%20Burghardt%20%3caburghard@emich.edu%3e%22)" Andy Burghardt <aburghard@emich.edu> .
3. Individual Presentations (See detailed explanations with evaluation rubrics below).

4. Group Presentation (See detailed explanations with evaluation rubrics below).

5. Kanji Interview (See detailed explanations with evaluation rubrics below).

４つの発表について：このクラスでは４つのプレゼンテーションをしてもらいます。(1)「日本の童話」(2)「詩人・作家」(3)「漢字インタピュー」、そして最後は(4)「グループ発表」です。以下にそれぞれの発表について細かく説明します。You are required to conduct 4 presentations on the following topics: (1) Japanese Children’s Literature; Japanese poets and writers; Kanji Interview and Group Presentation (your group’s interpretation of one piece that we read in class). The following is the detailed explanations about each required presentation. 

（１）Japanese Children’s Stories　日本の童話：(時間は5分程度で御願いします。)

Evaluation Criteria:
1.
主人公（main characters)



2.
境遇／セッティング（setting/situations)

3.
あらすじ：起—承—転—結（synopsis or story line)

4.
この童話の特徴（これを日本）のストーリーにしているのは何か):





(Your analysis/opinion of what makes this story “Japanese”)



5.
Time: 5 minutes or above

童話のリサーチ発表の評価ルーブリック　（田伏８０％　学生２０％）

	
	5
	4
	3
	2
	1

	主人公の説明


	どういう人物かがよく分かった。
	どういう人物かがまあ分かった。
	どういう人物かあまり分からなかった。
	どういう人物か分からなかった。
	何を言っているのかわからなかった。

	Settingの説明


	物語のセッティングがよく分かった。
	物語のセッティングがまあ分かった。
	物語のセッティングがあまり分からなかった。
	物語のセッティングが分からなかった。
	何を言っているのかわからなかった。

	あらすじ


	話しのすじがはっきり分かった。
	話しのすじが、まあ分かった。８０％
	話しのすじが

６０％、分からなかった。
	話しのすじが

２０％位だけ分かった。
	何を言っているのかわからなかった。

	特徴の説明


	よく考えており、特徴がはっきり分かった。
	少しわからない所はあったが、まあ分かった。８０％
	あまり分からなかった。

６０％
	20%位はわかった。
	何を言っているのかわからなかった。

	時間


	5分以上
	4分
	３分
	2分
	1分/1分以下

	コメント：


	
	
	
	
	


最高得点：２５点

最低得点：５点

2. 詩人／作家の発表について　(Poet/writer presentation)　About your poet/writer presentation

クラスで誰がどの詩人／作家を担当するかを決めます。その詩人／作家がどんな人なのか、なぜ有名なのか、その詩人／作家の代表作品（抜粋でもいいです）を紹介してください。時間は一人５分程度。We will decide who does which poet/writer in class. Please give us the biographical information of the poet/writer you are assigned, what make him/her famous Japanese poet/writer, some example of the piece by that poet/writer.10 minutes per person.

The evaluation rubric for the Poet/Writer presentation.
１
詩人／作家の情報　(Biographical information of the poet/writer)

２
その人が活躍した時代　（Description of the time period)

３
代表作品　（Examples of his/her work)

４
この人の特徴 （この人を日本の代表詩人／作家にしているものは何か。:



(Your analysis/opinion of what makes this person a famous　Japanese)

５
時間：5分以上
詩人／作家リサーチ発表の評価ルーブリック　

	
	5
	4
	3
	2
	1

	詩人／作家の説明


	どういう人物かがよく分かった。
	どういう人物かがまあ分かった。
	どういう人物かがあまり分からなかった。
	どういう人物か分からなかった。
	何を言っているのかわからなかった。

	その時代の説明


	どんな時代か　がよく分かった。
	どんな時代か　がまあ分かった。
	どんな時代か　があまり分からなかった。
	どんな時代かが分からなかった。
	何を言っているのかわからなかった。

	代表作品の説明


	作品内容がはっきり分かった。
	作品内容が、まあ分かった。
	作品内容があま分からなかった。
	作品内容が分からなかった。
	何を言っているのかわからなかった。

	この人の特徴の説明


	よく考えており、特徴がはっきり分かった。
	少しわからない所はあったが、まあ分かった。８０％
	あまり分からなかった。

６０％
	20%位はわかった。
	何を言っているのかわからなかった。

	時間


	5分・5分以上
	4分
	3分
	2分
	1分・1分以下

	コメント：


	
	
	
	
	


最高得点：２５点

最低得点：５点

(2) 漢字インタビューの結果発表について。Kanji Interview results: 
日本人３名に好きな漢字についてのインタビューをして、その結果を発表してもらいます。インタビューの形式はその人に実際に会って聞いてもいいですし、電子メールで日本にいる友人やホストファミリーに連絡してもいいです。発表には、インタビューした人の描写、どの漢字がなぜ好きなのかを入れてください。

You are to interview 3 Japanese native speakers (face-to-face or online or email interview) about their favorite kanji character and present the interview results to class.  The presentation in Japanese must include the Kanji they chose, the reason why they like that Kanji as well as a brief introduction of the person you interviewed including a photograph or a drawing of that person.
漢字インタビュー結果発表の評価ルーブリック　３人分の説明をまとめて採点してください。

	
	5 x 3 = 15
	4 x 3 =12 
	3 x 3 =9
	2 x 3 = 6
	1 x 3 =3

	インタビューされた人の説明　
	どういう人かがよく分かった。
	どういう人かがまあ分かった。
	どういう人かがあまり分からなかった。
	どういう人か分からなかった。
	何を言っているのかわからなかった。

	どの漢字が好きかの説明
	よく分かった。
	まあ分かった。
	あまり分からなかった。
	分からなかった。
	何を言っているのかわからなかった。

	その漢字が好きな理由の説明
	よく分かった。
	まあ分かった。
	あまり分からなかった。
	分からなかった。
	何を言っているのかわからなかった。

	コメント：


	
	
	
	
	


最高得点：４５点

最低点：３点

(3) 　グループ発表 Group presentation: 
グループの発表では、ある文学作品をどのように受け止めているのかをグループで決め、それを映画、寸劇等にして発表してください。文学作品を読んでそれを映像化／劇化してもいいですし、ある詩人／作家の生涯についてのポスターを作り、その発表をしてもいいです。グループの構成と内容が決まったら、連絡してください。グループ発表の時間は今までより少し長くなり、１５分程度でお願いします。In group presentations, will be making a movie or video footage or short skit or poster presentation in a group. The content may be (but not limited to) your interpretation of a Japanese literary work, biographical piece of a specific poet/writer, or poster presentation comparing between Japanese and American literary works of the similar genre. You can choose the topic but your choice but must be approved by me.  Your classmates and I will watch your movie or video and evaluate your group presentation using those categories used for individual presentation.
Group presentation evaluation rubrics

	
	20
	15
	10
	5
	1

	全体の印象


	素晴らしかった！
	よかった。
	まあまあだった。
	あまりよくなかった。
	よくなかった。

	日本語のレベル
	４年生＋の日本語レベルだと思う。
	３年生の日本語のレベルだと思う。
	２年生の日本語のレベルだと思う。
	１年生の日本語のレベルだと思う。
	何を言っているのかわからなかった。

	音質、画質等
	とてもよかった。
	まあよかった。
	あまりよくなかった。
	よくなかった。
	何だったのかわからなかった。

	コメント：


	
	
	
	
	


最高得点：６０点

最低点：３点

欠席する･欠席した場合：

欠席した場合は原則としてミスした授業は自習とします。大学での活動、学会での発表、出張等の場合は連絡してくれれば柔軟性をもって対処しますが、正式な書類を提出して下さい。
Makeup Policy:

There will be no makeup sessions.  We understand, however, that there are times you need to be excused due to illness or official business.  If you miss up to three or more days of class, please bring a signed note from your doctor or supervisor or advisor.  You need to make an appointment to take the test(s) and/or arrange a different date for your presentation.  

授業がキャンセルになった時：天候によっては授業をキャンセルする場合があります。そんな時はその授業がもう終わったものとみなし、次の授業の準備をして下さい。テストや発表がある場合は繰り越します。Class Cancellation:  In the event that the class has to be cancelled (due to severe weather condition or emergency) consider that day’s instruction was done and prepare for the next lesson.  Test(s) will be given the following class. Oral and written examinations maybe combined.

推薦状の依頼：推薦状が必要な時はなるべく早く連絡して下さい。締め切りの１週間以内に連絡をもらってもできない場合があります。依頼の際には何の為の推薦状なのか、どんな事を書いて欲しいのか説明して下さい。Letters of recommendation:  If you want me to write a letter of recommendation, please give me enough time to prepare.  I may not be able to do it if the deadline is within 7 days of your request.  Please also present all the necessary information (what is if for, what kind of things need to be included or emphasized, etc.) about the letter.  
Academic dishonesty

Office of Student Judicial Services suggested language:

Academic dishonesty, including all forms of cheating and/or plagiarism, will not be tolerated in this class. Penalties for an act of academic dishonesty may range from receiving a failing grade for a particular assignment to receiving a failing grade for the entire course. In addition, you may be referred to the Office of Student Judicial Services, 250Student Center, for discipline that can result in either a suspension or permanent dismissal. The Student Conduct Code contains detailed definitions of what constitutes academic dishonesty, but if you are not sure about whether something you are doing would be considered academic dishonesty, consult with the instructor.

Classroom Management Issues

Office of Student Judicial Services suggested language:
Students are expected to abide by the Student Conduct Code and assist in creating an environment that is conducive to learning and protects the rights of all members of the University community. Incivility and disruptive behavior will not be tolerated and may result in a request to leave class and referral to the office of Student Judicial Services (SJS) for discipline. Example of inappropriate classroom conduct include repeatedly arriving late to class, using a cellular phone, or talking while other are speaking. You may access the Code online at www.emich.edu/sis
Student and Exchange Visitor Statement (SEVIS)

Office of International Student suggested language:
The Student Exchange Visitor Information System (SEVIS) requires F and J students report to the Office of International Students, 244 Student Center within 10 days of the event:


Changes in your name, local address, major field of study, or source of funding.


Changes in your degree-completion date.


Changes in your degree level (ex. Bachelors to Masters).


Intent to transfer to another school.

Prior permission from OIS is needed for the following:

Dropping ALL courses as well as carrying or dropping BELOW minimum credit hours.


Employment on or off-campus.

Registering for more than one ONLINE course per term (F-visa only)

Endorsing I-20 or DS-2019 for re-entry into the USA.

Failure to report may result in the termination of your SEVIS record and even arrest and deportation. If you have questions or concerns, contact the OIS at 487-3116, not your instructor.

Special Needs Accommodations

Access Services suggested language:

If you wish to be accommodated for your disability, EMU Board of Regents policy #8.3 requires that you first register with the Access Services Office (ASO) in room 240K Student Center. You may contact ASO by telephone at 487-2470. Students with disabilities are encouraged to register with ASO promptly as you will only be accommodated from the date you register with them forward. No retroactive accommodations are possible.

DAILY SCHEDULE FA 08 T & R
授業内容予定 （変更の可能性有り）

09/04
(Th)
Orientation & Previous year’s masterpieceを見る



童話のサーチ、詩歌•文学作品のリサーチのし方、アサインメントをする。



参考書と辞書の使い方：速読の日本語３０−３５ページ

09/09
(T)
参考書と辞書の使い方：速読の日本語--実践編

09/11
(Th)
速読の日本語 & 日本の童話の特徴、他国との比較+童話のサーチ結果発表 1st Group（５％ of 



your grade）発表はPptを使用してください。
09/16
(T)
童話のサーチ結果発表 2nd Group（５％ of your grade）発表はPptを使用してください。



１　桃太郎 (Student’s name)

２　一寸法師 (Student’s name)



３　浦島太郎 (Student’s name)

４　かぐや姫(Student’s name)



５　つるの恩返し (Student’s name)
６　雪女(Student’s name)



７　はちかつぎ姫 (Student’s name)
８　さるかに合戦(Student’s name)



９　花咲かじいさん (Student’s name)
10　おむすびころりん(Student’s name)


+ Review Test #1 Explanation 

09/18
(Th)
Tabuse in Los Angeles (Review　Test　＃１　（Online：日本の童話と比較)
09/23
(T)
日本の詩歌・文学作品に関する講義



１　松尾芭蕉（まつお•ばしょう）

２　小林一茶（こばやし•いっさ）




(Student’s name)


(Student’s name)



３　額田王（ぬかたのおおきみ）

４　石川啄木（いしかわ•たくぼく）




(Student’s name)


(Student’s name)



５　宮沢賢治（みやざわ•けんじ）

６　与謝野晶子（よさの•あきこ）




(Student’s name)


(Student’s name)



７　俵万智（たわら•まち）「サラダ日記」
８　夏目漱石（なつめ•そうせきー夢十夜）




(Student’s name)


(Student’s name)



９　紫式部（むらさき•しきぶー源氏物語）
１０　太宰治（だざい•おさむー走れメロス）




(Student’s name)


(Student’s name)

09/25
(Th)
日本の詩歌•文学作品のリサーチ発表　1st　Group　（５％ of your grade）


発表はPptを使用してください。

09/30
(T)
日本の詩歌•文学作品のリサーチ発表　2nd Group（５％ of your grade）


発表はPptを使用してください。&　Review of Review Test #2

10/02 
(Th)
Review Test #２ (Online： 日本の詩歌・文学作品)
10/07 
(T)
「ボッコちゃん」—1　


10/09
(Th)
「ボッコちゃん」-2

10/14
(T)
「不眠症」— 1　
10/16 
(Th)
「不眠症」— 2

10/21
(T)
「マイバレンタインデー」—1　
10/23
(Th)
「マイバレンタインデー」—2
10/28
(T)
「マイバレンタインデー」—3 & Review of Review Test #3
10/30
(Th)
Review Test #３ (Online：ボッコちゃん、不眠症、マイバレンタインデー)
11/04 
(T)
黒沢明「羅生門」1st  50 minutesを見る


11/06 
(Th)
黒沢明「羅生門」the rest & Discussion & 「藪の中」1

11/11
(T)
「藪の中」2　


11/13
(Th)
「藪の中」3


11/18
(T)
Review of Review Test #3 (Online covering only Yabuno naka)


11/20
(Th) 
Tabuse in Orlando, Florida—Review　Test　#4　（Online Test：「藪の中」だけ）
11/25
(T)
Kanji Interview Preparation: No class

11/27
(Th)
Thanksgiving Recess: No Classes
12/02
(T)
漢字インタビュー発表　Part１　

12/04
(Th)
漢字インタビュー発表　Part2　＆　グループ発表 Part1

12/09 
(T)
グループ発表 Part2

授業で使う内容をリストしてあるウェブサイト情報

（URLが変更されている場合がありますので、ご注意！）

童話集

http://www.geocities.co.jp/HeartLand-Gaien/7211/
日本の詩人・作家のサイト

１　松尾芭蕉（まつお•ばしょう）

http://www.big.or.jp/~loupe/links/ehisto/ebasho.shtml
２　小林一茶（こばやし•いっさ）

http://www.osk.3web.ne.jp/logos/ainet/issa2.html
３　額田王（ぬかたのおおきみ）の「紫のゆき、しめのゆき」

http://en.wikipedia.org/wiki/Nukatano_Okimi
４　石川啄木（いしかわ•たくぼく）

http://en.wikipedia.org/wiki/Ishikawa_Takuboku
５　宮沢賢治（みやざわ•けんじ）

http://en.wikipedia.org/wiki/Kenji_Miyazawa
６　与謝野晶子（よさの•あきこ）

http://en.wikipedia.org/wiki/Yosano_Akiko
７　俵万智（たわら•まち）「サラダ日記」
http://ja.wikipedia.org/wiki/俵万智
Biographical information 

http://www.gtpweb.net/twr/sakuhin.htm
Examples of her pieces

「ボッコちゃん」「不眠症」「マイバレンタインデー」を書いた　星新一のサイト

http://en.wikipedia.org/wiki/Hoshi_Shinichi
Biographical informaion

「羅生門」映画の情報

http://www.imdb.com/title/tt0042876/combined
http://en.wikipedia.org/wiki/Rashomon
http://en.wikipedia.org/wiki/Rashomon_%28short_story%29
「薮の中」

http://en.wikipedia.org/wiki/In_a_Grove
便利なサイト情報

＊日本語を専攻する学生なら絶対に知っているべき日本語読解用サイト　Reading Tutuor

http://language.tiu.ac.jp/index_e.html
＊オンライン辞書　Jim Breen’s Japanese Dictionary

http://www.csse.monash.edu.au/~jwb/wwwjdic.html
＊理解ちゃん

http://www.polarcloud.com/rikaichan
＊コンピュータに日本語を読んでもらいたいときに便利なサイト：

http://www.oddcast.com/home/demos/tts/tts_example.php?sitepal
（MacでもWindowsでもOKです。）

http://www.neospeech.com/demo/demo_text.php
（Windowsのみ）
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